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ここで問題は 「 「緊急時迅速放射能影響予測システム」の予測結果の取り扱、 」SPEEDI

いが問題になった。

この「 」は文部科学省が所管し、同省の原子力安全技術センタ－は 月 日、SPEEDI 3 11

オフサイトセンタ－機構が機能しないため、福島第一原発から毎時１ の放射性物質がBq

放出されたと仮定した拡散予測の計算結果を出した。

、 、 。結果は 原子力災害の広報一般を担当する保安院に渡り 保安院はそれを官邸に送った

ところが、このとき仮定の放出源情報に基づく計算結果であるから 「信頼性が低い」と

記載して、補足資料も併せて送った。この情報は官邸地下にあるセンタ－で受け取った内

閣官房職員は「あくまで参考に過ぎない」と判断し、 階にある官邸首脳には報告せず、5

単なる報告書として処理してしまった。

の機能は放射線量ばかりではなく気象庁からの資料により風向、風速を測定しSPEEDI ,

放射性物質の流れを測定するモノであるから、放射線量の資料はなくとも、アメダスの測

定値やその他気象庁からの資料は正確であるから、どの方角が危険であるかは掌握できる

、 。 。はず ところが仮定の資料では住民が混乱するから発表は差し控えた と後日発表してた

が、とんでもないこれほど住民を馬鹿にしている発表はない。 浪江町周辺の住民は避

難しろとの指示を受け、避難したが、どこへ避難しろとの指示はなく、要は原発から離れ

れば良いだろうとの判断で浪江町の山間である赤宇木地区へ避難した。原発周辺に次ぐ最

も危険な地区だとは誰も気付かない、勿論情報も無し、大勢の人がここに滞在した。

ところが、避難して何日かめの夕、防護服を着用した謎の人物が車で現れ 「ここは危、

険だから直ぐに避難して下さい」と告げ、更にガイガ－カウンタ－の数値を示し、危険性

、 。 、 、 、を強調して去って行った という この謎の人物 車は東電でも 県職員でもないらしい


